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10広報みはま2018.1 月号11

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)

今回の報告では、11月16日から12月15日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

　

11
月
29
日
と
30
日
に
、
原
子
力
発
電
所

が
立
地
す
る
県
内
4
市
町
の
首
長
及
び
議

長
で
構
成
す
る
、
福
井
県
原
子
力
発
電
所

所
在
市
町
協
議
会(

会
長
：
山
口
町
長)

で
、
経
済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
等
の
関

係
機
関
に
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

相
次
ぐ
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
や
核
実

験
の
強
行
等
、
緊
迫
す
る
北
朝
鮮
情
勢
を

踏
ま
え
、
今
回
初
め
て
、
万
が
一
の
原
子

力
災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
安
全･

確
実

な
避
難
の
観
点
等
か
ら
、
防
衛
省
及
び
内

閣
官
房
に
対
し
、
次
の
と
お
り
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

原
子
力
政
策
の
着
実
な
推
進
等
に
つ
い
て

国
に
要
請

①
エ
ネ
ル
ギ
ー(
原
子
力)

政
策
に
つ
い
て

●　�

原
子
力
発
電
の
重
要
性･

必
要
性
及
び

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
意
義
等
に
つ
い
て
、

国
民
理
解
を
促
進
す
る
と
と
も
に
国
が

●　�

使
用
済
燃
料
の
早
期
敷
地
外
搬
出
等
、

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
に
係
る
諸
課
題
に
つ
い

て
国
が
主
体
的
立
場
で
早
期
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
。

ま
た
、
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
に
係
る
諸
課
題

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、
国
民
理
解

を
深
め
る
取
り
組
み
を
精
力
的
に
行
う

こ
と
。

●　�

平
時
、
有
事
に
お
い
て
住
民
の
不
安
を

い
た
ず
ら
に
増
大
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

分
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
や
、
有
事

の
際
に
住
民
が
取
る
べ
き
的
確
な
行
動

を
示
す
こ
と
。
ま
た
、
万
が
一
の
場
合

に
は
、
住
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
的

確
な
指
示
を
出
す
こ
と
。

●　�

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る
住
民
避
難
支

援
体
制(

大
型
ヘ
リ
、
大
小
船
艇
、
特
殊

車
両
等)

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

●　�

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
防
御
等
、
原
子
力
発

電
所
へ
の
脅
威
を
抑
止
、
排
除
す
る
体

制
を
整
備
す
る
こ
と
。

●　�

Ｕ
Ｐ
Ｚ
域(

発
電
所
か
ら
概
ね
5
〜
30
㎞

内)

に
お
け
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急
配

布
、
服
用
に
関
す
る
明
確
な
基
準
を
示

す
と
と
も
に
、
広
域
避
難
や
屋
内
退
避

の
際
に
も
住
民
に
対
し
て
迅
速
か
つ
確

実
に
配
布･

服
用
が
行
え
る
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
。

●　�

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
科
学
的
根
拠

に
立
脚
し
た
公
正
な
審
査
を
行
う
と
と

も
に
、
新
規
制
基
準
適
合
性
審
査
の
更

な
る
効
率
化
を
図
り
、
審
査
を
遅
滞
な

く
進
め
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
国
民
に

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
。

●　�

原
子
力
規
制
委
員
会
は
、
規
制
機
関
と

し
て
の
能
力
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

現
地
規
制
事
務
所
の
増
員
を
図
る
等
、

監
視
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
。

●　�｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画｣

の
見
直
し
に

あ
た
っ
て
は
、
２
０
３
０
年
度
以
降
も

見
据
え
た
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
議

論
を
行
う
と
と
も
に
、
①
新
増
設･

リ

プ
レ
ー
ス
の
方
針
、
②
万
が
一
の
事
故

対
処
へ
の
国
の
責
任
、
③
エ
ネ
ル
ギ
ー

教
育
の
必
要
性
と
と
も
に
国
の
主
体
的･

積
極
的
な
関
与
と
推
進
に
つ
い
て
明
示

す
る
こ
と
。

●　�

使
用
済
燃
料
の
処
分
に
係
る
課
題
の
解

決
に
不
可
欠
な
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
実

現
に
向
け
た
具
体
的
展
望
や
、
核
燃
料

サ
イ
ク
ル
の
効
果
を
よ
り
高
め
る
高
速

炉
の
今
後
の
研
究
開
発
の
道
筋
を
早
急

に
示
し
、
国
民
に
対
し
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
。

↑大串経済産業省大臣政務官に要請書
　を手渡す山口町長

　

経
済
産
業
省
や
文
部
科
学
省
等
へ
の

要
請
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

②
安
全
規
制･

プ
ラ
ン
ト
審
査
に
つ
い
て

●　�

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
後
の
更
新

に
係
る
自
治
体
の
業
務
負
担
軽
減
の
た

め
、
更
新
手
続
き
の
簡
略
化
を
図
る
こ

と
。

●　�

防
災
拠
点
の
機
能
強
化
や
広
域
避
難
先

と
の
連
携
強
化
等
、
自
治
体
が
独
自
に

行
う
原
子
力
災
害
対
策
強
化
事
業
並
び

に
、
複
合
災
害
の
対
策
に
対
し
て
人
的･

財
政
的
支
援
を
行
う
こ
と
。

●　�

広
域
避
難
計
画
の
実
効
性
向
上
を
図
る

た
め
、
訓
練
の
実
施
や
課
題
の
検
証
等
に

継
続
的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
万
一

の
原
子
力
災
害
に
お
い
て
は
主
体
的
に

迅
速
な
避
難
体
制
を
早
期
に
構
築
す
る

こ
と
。

●　�

原
子
力
災
害
時
の
避
難
に
必
要
不
可
欠

と
な
る
道
路
や
橋
梁
等
の
整
備･

改
良

の
必
要
性
を
関
係
省
庁
間
で
共
有
し
、

国
直
轄
に
よ
る
優
先
的
整
備
や
補
助
制

度
の
拡
充
等
、
各
立
地
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
整
備
を
国
が
主
導
的
立
場
で
強

力
に
推
進
し
、
広
域
避
難
計
画
の
実
効

性
を
高
め
る
こ
と
。

③
原
子
力
防
災
対
策
に
つ
い
て

●　�

原
子
力
発
電
所
等
に
係
る
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
税
制
上
の
耐
用
年
数
を
延

長
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
解
体
撤
去

完
了
ま
で
課
税
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
。

●　�

原
子
力
発
電
施
設
等
周
辺
地
域
企
業
立

地
支
援
事
業(

Ｆ
補
助
金)

に
つ
い
て
、

制
度
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
。

●　�

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化･

転
換
理
解

促
進
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
柔
軟
な

運
用
と
す
る
と
と
も
に
、
十
分
な
予
算

確
保
と
立
地
市
町
村
事
業
案
件
の
優
先

採
択
に
配
慮
す
る
こ
と
。

●　�

電
源
三
法
交
付
金
に
つ
い
て
、
立
地
自

治
体
が
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
施
設

の
解
体
撤
去
完
了
ま
で
を
交
付
対
象
期

間
と
す
る
こ
と
。

●　�

こ
れ
ま
で
国
策
に
協
力
し
て
き
た
立
地

地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
経
済
振
興
や
雇
用
確
保
の
た

め
の
具
体
的
施
策
を
講
じ
る
こ
と
。

④
立
地
地
域
対
策
に
つ
い
て

↑�山本防衛副大臣に立地地域の実情を訴える
　山口町長

　

当
日
は
、
各
省
庁
の
副
大
臣
や
政
務
官

等
、
要
職
に
あ
る
方
と
面
談
し
、
立
地
地

域
の
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
後
も
当
協
議
会
の
会
員
間

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
原
子
力
発
電
に

係
る
課
題
や
問
題
等
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

美
浜
発
電
所
2
号
機
で
、
系
統
除
染
工
事

を
実
施

　

今
年
4
月
に
廃
止
措
置
工
事
に
移
行
し

た
美
浜
発
電
所
2
号
機
で
、
廃
止
措
置
工

事
の
最
初
の
工
程
と
な
る｢

系
統
除
染
工

事｣

が
11
月
25
日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
工
事
は
、
原
子
炉
や
配
管
等
の

内
部
に
付
着
し
た
放
射
性
物
質
を
取
り
除

く
こ
と
で
、
解
体
作
業
時
の
作
業
員
の
被

ば
く
線
量
と
放
射
性
廃
棄
物
の
放
射
能
濃

度
を
低
減
さ
せ
る
目
的
が
あ
り
ま
す
。
系

　

当
日
は
、
山
本
と
も
ひ
ろ
防
衛
副
大

臣
と
面
談
し
、
山
本
副
大
臣
は
次
の
よ

う
に
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

○�

弾
頭
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、
日
本
に

着
弾
す
る
と
想
定
さ
れ
た
場
合
は
、
イ
ー

ジ
ス
艦
及
び
Ｐ
Ａ
Ｃ
3
等
で
飛
行
中
の

ミ
サ
イ
ル
を
海
上
で
迎
撃
す
る
体
制
を

整
え
て
い
る
の
で
、
安
心
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

○�

大
型
ヘ
リ
が
発
着
で
き
る
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
嶺
南
地
域
に
整
備
で
き
る
よ
う
、
現

在
、
整
備
候
補
場
所
の
検
討
等
を
実
施

し
て
い
る
。

前
面
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る

こ
と
。

統
除
染
で
は
、
原
子
炉
内
で
熱
せ
ら
れ
た

熱
水
の
通
る
１
次
系
の
配
管
等
に
化
学
薬

品
を
循
環
さ
せ
、
配
管
内
部
に
付
着
し
た

放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
膜
を
溶
か
す
こ
と

で
、
放
射
性
物
質
を
取
り
除
き
ま
す
。
既

に
美
浜
発
電
所
1
号
機
で
の
系
統
除
染
工

事
は
8
月
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
工
事
完

了
後
は
、
放
射
線
量
が
開
始
前
と
比
べ
て

約
30
分
の
1
に
低
減
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
美
浜
発
電
所
の
廃
止
措
置
工

事
は
、
系
統
除
染
の
ほ
か
に
、
配
管
や
機
器

類
の
汚
染
状
況
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め

の｢

残
存
放
射
能
調
査｣

や
、
放
射
性
物

質
を
含
ま
な
い
水
が
通
る
タ
ー
ビ
ン
建
屋

内
機
器
等
の
解
体
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
関
西
電
力
㈱
に
対
し
、
安
全

最
優
先
で
美
浜
発
電
所
1
、
2
号
機
の
廃

止
措
置
工
事
及
び
3
号
機
の
安
全
性
向
上

対
策
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

↑系統除染工事の系統図



募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

Mihama　Information

町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

３２－３１１１

歴史文化館
給食センター

な�び�あ�す

町立図書館(なびあす内)

はあとぴあ

３２－１２１２

３２－００８３
３９－１１１６き い ぱ す

３９－１３０１丹生診療所

３２－３２００

東部診療所 ３７－２９１１

４５－２３００

総合体育館

エコクル美方
子育て支援センター

３２－０１９２
若狭国吉城歴史資料館

３２－００５０
３２－００２７�
３２－２１１１

税　�務　�課

住民環境課

福　�祉　�課

健康づくり課�

商 工観光課

農林水産課

土木建築課

出　�納　�室

議会事務局

上下水道課

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

３２－６７００

３２－６７０１

教育政策課 ３２－６７０８

総　�務����課

企 画 政策課
美浜創生戦略課

３２－６７１５
エネルギー政策課

３２－６７１６

みはまブランド開拓課
３２－６７１４

生涯学習課 (なびあす内)
３２－１２１２
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○
育
児
講
座

◆｢

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
講
習
会｣

1
月
18
日(

木)

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

●�

日�

時

●�

会�

場

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●�

講�

師

塚
本 

由
美
子 

氏(

助
産
師)

●�

対�

象

2
个
月
か
ら
7
个
月
の
子
ど
も

と
保
護
者

●�

内�

容

オ
イ
ル
を
使
い
、
赤
ち
ゃ
ん
の

素
肌
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
ま
す
。

●�

定�

員

子
ど
も
13
人(

町
内
優
先)

●�

申
込
期
間

　

1
月
4
日(

木)

～
1
月
17
日(

水)

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当･

坪
塚)

☎
32
︲
０
１
９
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●�

費�

用

２
０
０
円

※
当
日
集
金
し
ま
す
。

1
月
7
日(

日)

午
前
10
時
～
11
時
30
分

●�

日�

時

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

美
浜
消
防
署　
　
　

☎
32
︲
１
１
９
０

平
成
30
年
美
浜
消
防
団

出
初
式
を
開
催
し
ま
す

●�

内
容･

場
所

①
一
斉
放
水　

午
前
10
時
～
10
時
10
分

(

耳
川
橋
南
側
耳
川
左
岸)

②
分
列
行
進　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
40
分

(

は
あ
と
ぴ
あ
東
側
町
道)

　

石
綿(

ア
ス
ベ
ス
ト)

を
取
扱
う
仕
事

が
原
因
で
、
中ち
ゅ
う
ひ
し
ゅ

皮
腫
や
肺
が
ん
等
を
発
症

し
た
労
働
者
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
に
さ
ら
さ

れ
て
か
ら
発
症
す
る
ま
で
の
期
間
が
非
常

に
長
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。
中
皮
腫
等
で

亡
く
な
っ
た
方
が
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱

う
仕
事
を
し
て
い
た
場
合
、
労
災
保
険
給

付
等
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
福
井
労
働
局
ま
た
は
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

石
綿
関
連
疾
患
の

労
災
補
償
等
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
労
働
局
労
災
補
償
課

☎
０
７
７
６
︲
22
︲
２
６
５
６

　

敦
賀
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
７
０
︲
22
︲
０
７
４
５

お
ち
ゃ
っ
と
サ
ロ
ン｢

ベ
ト
ナ
ム｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
︲
３
４
５
５

1
月
21
日(

日)

午
後
1
時
30
分
～
3
時

●�

日�

時

●�

会�

場

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン

タ
ー(

敦
賀
市
神
楽
町
2
丁
目

2
︲
4 

ア
ク
ア
ト
ム
2
階)

●�

対�

象

ど
な
た
で
も

●�

内�

容

･

ベ
ト
ナ
ム
出
身
の
ゲ
ス
ト
に
よ
る
ベ
ト

　

ナ
ム(

南
部
、
中
部
、
北
部)

の
紹
介

･

ベ
ト
ナ
ム
の
食
べ
物
や
飲
み
物
の
試
飲
食

●�

定�

員

20
人(

要
申
込･

先
着
順)

●�

費�

用

無
料

ウインク

こくたいつうしん vol.4

デモスポ ( ローイングエルゴメーター ) プレ大会を開催しました
　福井国体デモンストレーションスポーツ (デモス

ポ ) とは、生涯を通じてスポーツに親しむことで、

健康増進や体力向上に繋げることを目的に、開催地

県内に在住の人を対象に行うスポーツのことです。

福井国体では、ウォーキングやドッジボール等 36

種目が開催予定で、美浜町ではボート (ローイング

エルゴメーター (※ )) が平成 30年 8月 5日 ( 日 )

に開催されます。

　12 月 10 日には、デモスポのプレ大会として

小学校マシンローイング大会を総合体育館で開催

はぴねす花壇コンクールで
町内の個人 ･ 団体が入賞しました !

Facebook■お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課�国体推進室内
　｢福井しあわせ元気 ｣国体 ･障害者スポーツ大会美浜町実行委員会事務局 (担当 ･荒木 )
　☎ 32－ 6715　FAX�32 － 1115　国体HP�http://2018kokutai-mihama.com/

③
観
閲
式　

午
前
10
時
50
分
～
11
時
30
分

(

美
浜
消
防
署
西
側
消
防
訓
練
場)

※ 

悪
天
候
の
場
合
は
、
は
あ
と
ぴ
あ
ホ
ー

ル
で
行
い
ま
す
。

部門 優勝者 ･優勝チーム タイム

個人 (低学年の部 ) 南�瑛士 3'12"2　

個人 (中学年の部 ) 柴崎�晃汰 2'30"9　

個人 (高学年の部 ) 瀬戸�陸 2'09"1　

団体 (低学年の部 ) 美浜ブルーウェーブ
(上登野 ･南 ･田邉 ･松井 ) 13'29"2　

団体 (中学年の部 ) 美浜ブルーウェーブ
(中嶌 ･嶋田 ･松下 ･堀内 ) 12'34"5　

団体 (高学年の部 ) 美浜中央小
(中村 ･田村 ･知場 ･瀬戸 ) 9'20"4　

親子の部 川﨑�康浩 ･麻愛 4'19"9　

し、1人で 500mを漕ぐ個人戦、1チーム 4人で

2000mをリレーする団体戦、親子 2人で 1000m

をリレーする親子の部を実施しました。参加した約

30人の選手は、漕ぐペースを調整したり、チーム

内で戦略を練ったりしながら力いっぱいのレースを

繰り広げていました。

　大会の結果は次のとおりです。

↑エルゴメーターを漕ぐ選手たち

(※ )�ボート選手の陸上トレーニングマシン。スクリーンと各

ローイングエルゴメーターを接続することで最大 10人で

競漕することができます。

　ローイングエルゴメーターは、実際に水上でボートを漕いだことがない人でも、気軽に楽しく体験できる

スポーツです。デモスポの詳しい実施要項や参加方法については、決まり次第、町国体HPや広報誌等でお

知らせします。皆さんの参加をぜひお待ちしています。

↑�優秀賞を受賞された武長さん宅のオープンガーデン

　県が、国体 ･障がい者スポーツ大会に向けた ｢花いっぱい運
動 ｣に取り組む個人 ･団体を対象に開催した ｢はぴねす花壇コ
ンクール ｣で、河原市の武長良美さんが優秀賞を、太田区活性
化プロジェクトが奨励賞を受賞しました。受賞された皆さん、
おめでとうございました。
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政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止されています
　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職選挙法で

禁止されています。寄附禁止のルールを守り明るい選挙を実現し

ましょう。次のものも、政治家の寄附禁止の対象となります。

■お祭りへの寄附 ･差し入れ

■落成式 ･開店祝等の花輪

■お歳暮 ･お年賀

■秘書等が代理で出席する場合の結婚祝 ･香典

■葬儀の花輪 ･供花

■入学祝、卒業祝

※お問い合わせ先  町総務課･町選挙管理委員会事務局(担当･武田定幸) ☎32‐6700

※詳しくは総務省のホームページをご覧ください

三ない運動

贈らない！ 求めない！
　受け
取らない！

総務省　寄附の禁止 検 索

町総務課･町選挙管理委員会事務局(担当･武田定幸) ☎32‐6700

■地域の運動会 ･スポーツ大会への飲食物等の差し入れ

■町内会の集会や旅行等の催物への寸
　志 ･飲食物の差し入れ
■病気見舞い

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課(担当･久木) ☎32‐6716

防災用資機材を整備しました。
　町では、平成29年度コミュニ

ティ助成(地域防災組織育成)事業に

より、佐田区自主防災組織協議会の

防災用資機材を整備しました。
↑整備した防災用資材 (リアカー、ハロゲンライト、発電機 )

積
雪
時
の
水
道
検
針
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

田
辺
︶

☎
32
︲
１
３
４
１

　

冬
季
は
、
積
雪
に
よ
っ
て
水
道
検
針
が

困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
は
、
火
災
が
発
生

し
た
時
に
使
用
す
る
大
切
な
施
設
で
す
。

　

消
防
署
で
も
除
雪
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
大
雪
時
に
は
除
雪
が
遅
れ
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

　

お
近
く
の
消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
除
雪

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
消
防
署　

   　

☎
32
︲
１
１
９
０

消
火
栓･

防
火
水
槽
の
除
雪
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

･

水
道
メ
ー
タ
ー
付
近
を
除
雪
す
る

･

水
道
メ
ー
タ
ー
の
上
に
は
物
を
置
か
な
い

民年金は、年をとった時や、いざという時の生活を、現役世代みんなで支え合
うという社会保険の考え方で作られた仕組みです。

年
金 

ニ
ュ
ー
ス 

年
金

ニ
ュ
ー
ス 20歳になったら国民年金

国

●�学生納付特例制度とは
　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予さ
れる制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。
●�納付猶予制度とは
　学生でない50歳未満(※)の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納
付が猶予される制度です。

国民年金のポイント

｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣

(※)平成28年6月以前の期間は、30歳未満であった期間が対象。

●�将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所  ☎ 23‐9902
　　　　　　　　　町住民環境課 ( 担当 ･ 青池 )　 ☎ 32‐6703

●�年金は老後のためだけのものではありません
　国民年金には、65歳から受け取りできる老齢年金のほか、若い方でも万が一の時に受取可能な｢障
害年金｣や｢遺族年金｣があります。

　国民年金は20歳以上60歳未満の方は加入が義務付けられています。20歳になった
ら、忘れずに国民年金の加入手続きを行いましょう!

福
井
県
立
盲
学
校

平
成
30
年
度
入
学
生
募
集

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
県
立
盲
学
校

(

福
井
市
原
目
町
39
︲
8)

☎
０
７
７
６
︲
54
︲
５
２
８
０

●�

募
集
学
部

・
幼
稚
部(

満
3
歳
か
ら
5
歳
ま
で
の
幼
児)

・
高
等
部
普
通
科･

保
健
理
療
科(

中
学

　

校
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人)

・
高
等
部
専
攻
科
理
療
科(

高
校
卒
業
ま

　

た
は
卒
業
見
込
み
の
人)

●�

身
体
条
件

・
両
眼
の
矯
正
視
力
が
お
お
む
ね
0
．3

　

未
満
の
人

・
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
な

　

人
の
う
ち
、
拡
大
鏡
等
を
使
用
し
て
も

　

通
常
の
文
字
や
図
形
を
認
識
す
る
こ
と

　

が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
な
人

※
次
の
期
間
に
、
事
前
説
明
を
本
校
で
必

　

ず
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
平
成
29
年
12
月
4
日(
月)
～
28
日(

木)

・
平
成
30
年
1
月
4
日(

木)
～
12
日(

金)

い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　

(

土
日
祝
日
を
除
く)

●�

出
願
期
間

　

平
成
30
年
1
月
15
日(

月)

～
19
日(

金)

　

受
付
時
間
は
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●�

選
考
日　

平
成
30
年
2
月
8
日(

木)

　

福
井
県
で
は
、
都
市
圏
に
お
住
い
の
若

い
方
を
対
象
に
、
就
職
相
談
や
県
内
企
業

の
出
張
説
明
を
行
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を
考
え
て
お
ら
れ
る
家
族

の
方
に
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
総
合
政
策
部
ふ
る
さ
と
県
民
局

若
者･

定
住
支
援
課

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
３
８
７

ふ
く
い
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
が

開
催
さ
れ
ま
す

1
月
20
日(

土)

午
後
1
時
～
5
時

●�

日�

時

●�

会�

場

　

丸
の
内
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
27
階

　

(

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

2
丁
目
４
︲
１)

▼
東
京
会
場1

月
28
日(

日)

午
後
1
時
～
5
時

●�

日�

時

●�

会�

場

　

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
タ
ワ
ー
Ｂ
17
階

　

(

大
阪
市
北
区
大
深
町
3
︲
１)

▼
大
阪
会
場

平
成
30
年
度
福
井
県
交
通
災
害
等

遺
児
就
学
支
度
金
の
申
請
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当･

浜
野)　
　
　

 

☎
32
︲
６
７
０
４

　

県
で
は
、
平
成
30
年
度
に
小
学
校
ま
た

は
中
学
校
に
入
学
さ
れ
る
交
通
災
害
等
遺

児
の
保
護
者
に
対
し
、
就
学
支
度
金
を
支

給
し
ま
す
。

※
申
請
に
は
戸
籍
謄
本
、
住
民
票
、
課
税

　

証
明
書
等
が
必
要
で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●�

対�

象

・ 

生
計
を
一
に
し
て
い
た
父
、
母
ま
た
は

　

未
成
年
後
見
人
を
交
通
災
害
、
労
働
災

　

害
、
天
災
、
病
気
等
で
失
っ
て
い
る
。

･

　 

遺
児
や
保
護
者
の
属
す
る
世
帯
に
町
民

税
の
所
得
割
を
課
さ
れ
て
い
る
人
が
い

な
い
。

･

　  

遺
児
が
保
護
者
以
外
の
人
の
養
子
に

な
っ
て
い
な
い
。

　

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

●�

申
し
込
み
期
限

　

平
成
30
年
1
月
19
日(

金)

　※ この事業は、財団法人自治総合センターが宝くじの収益の一部を財源として、宝くじの普及広報事業を目的として
各種のコミュニティ活動を対象に助成するものです。

1
月
27
日(

土)

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

●�

日�

時

●�

会�

場

　

ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
13
階

(

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
4
︲
4
︲
38)

▼
名
古
屋
会
場


